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清流通信　四万十川物語

■四万十樵（きこり）養成塾～森林ボランティア養成講座～

　12 月初旬、豊かな川を守るため
山の整備に力を貸してくれる森林ボ
ランティアを育成する「四万十樵養
成塾」を開講した。この講座はチェー
ンソーの取扱いについて学ぶもの
で、労働安全衛生規則第 36 条第 8
号に則り、座学８時間・実技８時間
を実施する。修了生にはチェーン
ソー手帳が発行され、以降、修了生
は業務として伐木に携わることが可
能となる。今年の受講生はチェーン
ソーに初めて触れるという 20 代か
ら 60 代の男女 9 名。無事に全員が
講習を修了し、今年も 9 名の樵が四
万十に誕生した。
　この講座は毎年当財団が主催して
行っているものであるが、今年は特
に個性豊かなメンバーが集まったの
で彼らの紹介をしていきたい。

　まずは 11 月に四万十町に移住さ
れたばかりの橋本ご夫妻。それまで
は東京で暮らしていたが、自伐林業
にチャレンジしたいと四万十町への
移住を決意。チェーンソーの操作等、
自伐について一から学びたいと今回
の講座に参加してくれた。現在は県
内各地の講習会に参加したり、作業
させてもらえる山を探したり、必要
機材の購入について検討したりする
等、自伐林業のための基盤づくりを
進めているようだ。
　兵庫在住の赤井さんは、四万十が
大好きで長期休みの度に遊びに来て
くれる女性。数年前、初めて四万十
川を訪れたときの感動が忘れられな
いと熱く語ってくれた。自転車を持
参して四万十の風景や空気感を楽し
み、せいらんの里で人の温かさに触

れながら過ごしていかれるようだ。
今回の講座には、大好きな四万十川
の環境保全に関わりたいと参加して
くれた。
　最後に、四万十樵養成塾を卒業し
たメンバーで結成する森林ボラン
ティア団体「四万十樵塾」のとにか
くユニークなおんちゃん達。山遊び
と面白いことが大好きで、彼らの周
りでは笑い声が絶えない。毎月の間
伐作業はもちろん、箸を手作りする
ワークショップを実施するなど県内
各所で活躍しており、今回の講座で
は実習の助手をお願いした。
　毎年個性豊かなメンバーが集まる
四万十樵養成塾。来年はどんなメン
バーが集まり、楽しく充実した講座
になるのか、今から楽しみである。

↑集合写真。 ↑実習の様子。



　

イベント情報

【開催期間】平成 30年 5月 6日（日）まで
　　　　　　※但し、12/27 ～ 1/1 休園
【開館時間】午前 9時から午後 5時
【場　　所】高知県立牧野植物園
　　　　　  高知県高知市五台山 4200-6
　　　　　  TEL 088-882-2601
【入  園  料】一般 720 円（高校生以下無料）
　　　　　　団体 620 円（20名以上）
　　　　　　年間入園券 2,880 円（1年間有効のフリーパス）
　　　　　　身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育
　　　　　　手帳、戦傷病者手帳、被爆者健康手帳所持者と介
　　　　　　護者 1名及び高知市・高知県長寿手帳所持者は無
　　　　　　料

■ミャンマー大紀行　碧き回廊をゆく

四万十樵塾のおんちゃんがミャンマーの竹を使ってミャンマー
の一般的な民家を再現して展示しています。時間を置いて色合
いを調整した竹を使うなど随所にこだわりが光っています。
是非ご覧ください。

↑座学の指導をする今安先生。 ↑聴き入る受講生。 ↑オイルを補充。

↑実習の様子。 ↑受け口の確認。 ↑メンテナンス。


